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尿 路 感 染症 に対 す るT-2588の 臨 床 的 検 討

斉 藤 功

東京共済病院泌尿器科1

新 しい経 口cephem系 抗生剤T-2588の 尿路感染症に対する検討な行ない次の結果を得た。

1) 急性膀胱炎14例 中13例(著 効8例,有 効5例)92.9%の 有効率であった。

2) 慢性尿路感染症16例 中著効7例,有 効5例 の計12例(75.0%)の 有効率であ り,単 独感

染群83.3%,複 数菌感染群50.0%の 有効率であった。

3) 本剤投与前に分離された37株 中31株(83.8%)が 除菌され,菌 種別ではS.aureus, Entero-

ceccus, E.coli, K.pneumoniae (biotype oxytoca), E.cloacae, P.aeruginosa各1株 を除きすべ

て除菌された。

4) 自他覚的副作用として34例 中1例(2.9%)に 胃腸障害を認め たが,臨 床検査値の異常を

認めたものはなかった。

以上から本剤は急性,慢 性尿路感染症に有効かつ安全な薬剤と考える。

T-2588は 経 口用 エ ス テ ル型cephem系 抗 生 剤 で 内

服後,腸 管か ら吸 収 され 腸 管壁 の エス テ ラー ゼ に よ って

抗菌 活性 を示 すT-2525に 加 水 分 解 され るpredrugで

あ る(Fig.1)。

本 剤 は抗 菌 力 の 上 で グ ラ ム陽 性 菌 お よび 陰性 菌 に対 し

広範 囲抗 菌 スベ ク トル を 有 し,従 来 の経 口cephem剤

の抗 菌力 の弱 いIndole (+) Protms, C.freundii, E.

cloacae, S.marcescens, H.influenzaeに 対 して も優

れ た抗菌 力 を示 し,各 種 β-ラ クタ マ ーゼ に 対 し安 定 で

従 来の経 口cephem剤 耐 性 菌 に も強 い 抗 菌 力 を 持 っ て

い る1)。

今 回,我 々は このT-2588の 尿 路 感 染症 に 対 す る臨床

Fig. 1 Chemical structure of T-2588 and T-2525
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的効果を検討したのでその成績を報告する。

I. 対象患者と投与方法

対象患者は昭和59年4月 から昭和59年9月 までの

間に東京共済病院に受診中め急性膀胱炎15例,慢 性尿

路感染症19例 で,年 齢は21歳 ～87歳 にわた り,平 均

年齢は急性膀胱炎42.3歳,慢 性尿路感染症68.1歳 で

あった。

本剤の投与量および投与方法については,急 性膀胱炎

については1回50mg～100mgを 食後1日2回, 3～

8日 間,慢 性尿路感染症には1回100mg～20bmg,食

後1日2～3回,5～19日 間使用 した。

効果判定基準はUTI薬 効評価基準2,に従った。

II. 臨 床 成 績

1) 急性膀胱炎

本剤を投与 した15例 の一覧はTable 1に 示すが, U

TI薬 効評価基準による評価可能症例は14例 であった。

結果は著効8例(57.1%),有 効5例 で総 合 有 効 率 は

92.9%(13/14)で あった(Tabie 2)。

2) 慢性尿路感染症

投与症例119例 の一覧はTable3に 示すが,UTI薬 効

評価基準に客る評価可能症例は,投 与前膿尿のみで細菌

の分離のなが6た3例 を除 く16例 であった。結果は著

効7例(43.8%),有 効5例 の12例(75.0%)が 有効で

あった(Table 4)。

UTI病 態群別の有効率では1群50%,3群100%,

4群85.7%と 単独感染群は12例 中10例(83.3%)

の有効率であった。また5群,6群 は共に2例 ずつの4

例 と少なかったが,有 効はそれぞれ1例 の計2例 で有効
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Table 2 Overall clinical efficacy of T-2588 in acute simple cystitis

率 は50%で あ った 。1,5群 の カ テ ー テル 留 置例 は4

例 中2例 が 有効(50%)で あ った(Table5)。

な お 副 作 用 につ い ては 自他 覚的 副 作 用 の 検 討 出 来 た

34例 中1例(2.9%)に 軽 い 胃腸 障 害 を 認 め たが 薬 剤 を

中 止 す るま で に は至 らず消 失 してい る。

III. 細 菌 学 的 効 果

本剤 投 与 前 の 尿 中 分離 菌 はTable6に 示 す よ うに37

株 で あ った 。

S.epidermidis 6株, K.pneumoniae, P.maltophilia ,

NF-GNR, S.agalactiae各1株 の計10株 は 全 て除 菌 さ

れ た が, E.coli17株 中1株, Enterococcus 4株 中1

株, P.aeraginosa 2株 中1株, K.pneumoniae (biotype

oxytoca)の1株,E.cloacaeの1株, S .aureecs 2株 中

1株 の計6株 は存 続 し,除 菌 率 は37株 中31株(83 -8

%)で あ った 。 な お,グ ラ ム陰 性菌 の除 菌 率 は83.3%

(20/24),グ ラム 陽性 菌 で は84.6%(11/13)で あ った 。

投 与 後 出 現菌 はS.aureus, S.epidermidis,お よびAci-

netobacterの 各1株,計3株 で あ った(Table7)
。

IV. 考 按

Cephem系 抗 生 物 質,特 に注 射 用 製 剤 の 開発 はめ ざ ま

しい も のが あ る。反 面,経 口投 与 可 能 な広 域 スペ ク トル

を も ち,か つ 注 射 剤 に 匹 敵 す る抗 菌 力 を もつcephem

剤 の 開 発 は これ ま で比 較 的 少 な い。 今 回,T-2525の

prodrugと してT-2588が 開発 され た 。

T-2588は 経 口 内服 後,腸 管 よ り吸 収 され,エ ス テ ラ

ーゼにより抗菌活性を示すT -2525に 加水分解される
。

このT-2525は グラム陽性菌,陰 性菌に対し広範囲な抗

菌スベクトラムを持ち,特 にグラム陰性菌のうち従来の

経 口cephem剤 に対 し感受性の低いCitrobacter, En-

terobacter, Indole (+) Proteus , Serratiaに 対 し強い抗

菌力をもち,か つ,各 種細菌の産生するβ-lactamaseに

対 し強い抵抗性を示す。 しか しP.aenduginesaを 始 め

Pseudomonas群 には従来の 同系薬剤同様,抗 菌力は低

くAcinetobacterに ついても同様である。

今回,尿 路感染症に対しT-2588の 有効性,安 全性を

検討 した。T-2588は これまでの臨床 検 討 か ら,尿 路

感染症の治療に有効な薬剤であることが報告され てい

る1)。

急性単純性膀胱炎に対しては1回50mg～100mg,1

日2回,3～8日 間使用で92.9%(13/14)の 有効率で

あり,慢 性尿路感染症に対 しては1回100～200mg,1

日2～3回,5～19日 間使用し,UTI薬 効評価基準に合

致 した16例 の成績は著効7例,有 効5例 の計12例 が

有効以上を示 し,有 効率は75.0%(12/16)で あった。

病態群別の検討では,カ テーテル留置例群は4例 と少

ないが有効率50%,ま た,複 数菌症例も4例 中2例 が有

効であった。これらに対 してはやや低い有効率であった

が3群,4群 の有効率は良好であった。

細菌学的効果については, P.aeruginosa, K.pneumo-

niae (biotype oxytoca), S.aureusに は除菌率が悪く,
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Table 4 Overall clinical efficacy of T-2588 in complicated UTI
―5th or 7th day judgement―

(): Number of cases with 7 th day judgement

Table 5 Overall clinical efficacy of T-2588 classified by type of infection
―5th or 7th dayjudgement―

(): Number of cases with 7th day judgement

投 与後 出現 菌 と し てS.amreus, S.epidermidis, Acine-

tobacter各1例 認 め られ たo

副 作用 と して 自 ・他 覚 的副 作 用 は1例 に 胃腸 症 状 を認

めた が,投 与 前 後 で 臨床 検査,血 液 検 査(RBC, Hb,

Ht, WBC, Plat.)肝 機 能(GOT, GPT, Al-P),腎 機 能

(BUN,S-Cr),血 清電解質(Na, K, Cl)等 を実施し得

た症例で,い ずれも内服後異常値を認めたものはなかっ

た。

以上の成績からT-2588は 尿路感染症に対 し有効であ

り,か つ安全性の高い薬剤 と思われる。
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Table 6 Bacteriological resPonse to T-2588 in acute simple cystitis and complicated UTI

*Regardless of bacterial count

Table 7 Bacteria appearing after T-2588 treatment 文 献
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CLINICAL INVESTIGATION ON T-2588 

IN URINARY TRACT INFECTION 

ISAO SAITOH 

Department of Urology, Tokyo Kyosai Hospital 

Clinical evaluation of a new cephem, T-2588, were performed and following results were obtained. 
1) T-2588 was administered to 14 cases with acute simple cystitis at a dosage of 50 mg-100mg 

twice or three times a day. Overall clinical results for acute simple cystitis were excellent in 8 cases, 
moderate in 5 cases, and overall efficacy rate was 92.9%. 

2) T-2588 was administered to 16 cases with complicated urinary tract infection at a dosage of 
100 mg-200 mg twice or three times a day for 5-19 days. Excellent and moderate were obtained in 
7 and 5 cases, and overall efficacy rate was 75.0%. 

3) Concerning bacteriological response, 31 of 37 strains isolated before T-2588 treatment were 
eradicated and 3 strains appeared after treatment. 

4) As the adverse reaction, one case of gastro-intestinal symptoms was obtained and no abnormal 
laboratory findings were obtained.


